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検索・収集した論文や情報の整理

作業用書誌（ワーキング・ビブリオグラフィーWorking Bibliography）

 ・・・論文作成にあたって、目を通すかもしれないすべての資料の

情報、参考文献、関係文献、書誌。 （実際に読まなくてよい）

 ・・・reference：本文で引用したもの。

 ・・・bibliography：論文を書く際に参考にしたもの（本文中に引用が

なくてもよい）。

研究ノートにまとめる

 PCにまとめる ⇒ 文献管理ソフト



Annotated Bibliography
文献解題

基本的には、通常の参考文献一覧に、その
文献のまとめと自分の評価を加えたものの
ことを意味する。

決まった書式があるわけではない。

効果的に数々の研究を出版し続けていくた
めには、使い回しができる文献解題の作成
が必須となる。







文献管理ソフト

EndNote 有名だけど、有料

Mendeley desktop

Zotero

RefWorks











たまにElsevierから
出版物の案内が届く

捨てアドレスでも可

パスワードの安全性





とりあえず、Folderをつくる。





・ 日本語論文は自動的に取り込んでくれないので、自分で入力する。
・ コピーしてペーストの際、右クリックが使えないときは、Ctrl+vでペーストできる。
・ 次の項目へは、Tabキーで移動が楽。



・ 日本語の入力も可能



・ 終わるときは右上の×をクリック、あるいは、
左上のFileから、Quitをクリックする。



論文の中に文献を引用する







引⽤を挿⼊したい箇所にカーソルを置いた状態で、”Insert Citation”をクリック



ポップアップウインドウが開くので、枠にキーワード
(タイトルの⼀部や著者名など)を⼊⼒すると、ライ
ブラリの中から検索してくれる。



挿⼊したい⽂献が選ばれた状態で”OK”をクリック



カーソルがあった場所に⽂献が挿⼊される。
この場合、本⽂中に（著者名、出版年）が記
載されるスタイルになっている。



１．⽂献⼀覧を作成したい場所にカーソルを置いた状態で、”Insert Bibliography”
をクリック
２．⾃動的に⽂献⼀覧が挿⼊される。挿⼊される⽂献情報はMendeleyに登録さ
れている情報。

⽂献⼀覧の作成⽅法





挿⼊スタイル、⽂献⼀覧スタイルの変更

１．”style”をクリックすると論⽂名がリストアップされるので、
希望のものを選択すればその論⽂誌のスタイルに従って挿
⼊スタイルと⽂献⼀覧スタイルが変更される。

２．”style”をクリックして出てくるリストの⼀番下の”More
Styles…”をクリックする。







論文の追加

次々に⽂献を追加していっても、⽂献番号を⾃動的に降り
なおしてくれて、⽂献⼀覧も⽂献の登場する順番に従って
⾃動的に番号を振りなおしてくれる。

⼿動で番号を振りなおす必要がないでものすごく⼿間を省
け、間違いが少なくなる。



• 新しい価値を産む、知的生産の根幹を
なすのは、アイデアである。

• 自分の研究が新しいものかどうか、過
去の研究を調べてないと分からない。



• 探索型調査・・・テーマに関する思わ
ぬ気づきを得るための調査

• 検証型調査・・・仮説があっているか
確かめるための調査



研究ノート

• エジソン・ノート

• 自分のアイデア、目に留まった他人のアイデ
ア、気になった情報など、なんでもノートに
記録しておく。

• 記録したノートをことある事に読み返し、気
づいたことをさらに書き加える。

• そうして得たアイデアが成功した場合も、失
敗した場合も、ノートに記録しておく。



ルビッチならどうする？
How would Lubitsch do it?

• 映画監督のビリーワイルダーの発想術

• 映画製作の師であったルビッチ監督なら、こ
の映画をどう撮るだろうかと思いを巡らせて
、インスピレーションを得た。

• これといった人物を一人定めておき、行き詰
まったとき「彼/彼女なら、どうするだろうか
？」と考えてみる。



ブライアン看護師の原則

• ドラッカー 「プロフェッショナルの条件」
に登場する、ある病院のエピソード

• 「新任の病院長が最初の会議を開いたとき、
ある難しい問題について全員が満足できる答
えがまとまったように見えた。そのときひと
りの出席者が、『この答えに、ブライアン看
護師は満足するだろうか』と発言した。再び
議論が始まり、やがて、はるかに野心的なま
ったく新しい解決策ができた。



• その病院長は、ブライアン看護師が古参看護
師のひとりであることを後で知った。特に優
れた看護師でもなく、看護部長をつとめた事
もなかった。だが彼女は、担当病棟で何か新
しいことが決まりそうになると、『それは患
者にとっていちばんよいことでしょうか』と
必ず聞く事で有名だった。事実、ブライアン
看護師の病棟の患者は回復が早かった。こう
して病院全体に、『ブライアン看護師の原則
』なるものができあがっていた。病院の誰も
が、『患者にとって最善か』を常に考えるよ
うになっていた。」



オズボーン・チェックリスト

• 既存のアイデアや成功例などを元に、９つの
質問に答えていく。

１．他への転用は？

２．他のものへの応用は？

３．変更したら？

４．拡大したら？

５．縮小したら？

６．代替したら？

７．再配列・アレンジしたら？

８．逆転したら？

９．結合させたら？



オズボーン・チェックリスト

• アイデアを変形し、増殖させる。

• 観点を強制的に増やす。



45

「アイデアのつくり方」 （ジェームズ・W・ヤング）

①情報収集・資料集め

Specific material 
General material

②解釈・心の中で手を加えること

“chew”
③組み合わせ

“Combination”
④生まれる・アイデアの誕生！

Aha! moment
⑤適用・具体化すること



ブレーンストーミング

集団思考、集団発想法、課題抽出とも

ブレスト、BSなどと略される

アイデア、問題、課題を列挙する方法

方法：

１．目的の共有 ホワイトボードに目的を記載

２．ブレスト4原則の共有 これもホワイトボードに

３．アイデア出し 付箋に一つのアイデア ホワイト
ボードに貼る

４．アイデアの共有 ⇒ KJ法



ブレストの4原則

１．アイデアの良し・悪しを判断しない

（他人の意見に否定的な意見は言わない、発言しに
くくなるため）

２．自由奔放を歓迎する

（実現可能かは問題にしない）

３．意見の量（数）を求める

（良いアイデアよりも沢山のアイデアをだす）

４．他人のアイデアとの結合を求める

（他人のアイデアに乗せて、発言も歓迎）



KJ法

文化人類学者の川喜多二郎氏が考案した発想法

ブレーンストーミング法を一緒に行われることも

カードの作成

グループ編成

図解化

叙述・コンセプト化



IdeaFragments2
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